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昭和 9 年 6 月 2田 荒川 （隅 田 川．辷流）且 日橋 附近 に 於 て 古田守彦 氏が採集 した （全 長吻端 よ

り康鰭一ヒ葉後端 に 至 る）125　nini ，の ク ル メ サ ヨ リの 記械 を次 に 掲げ る。

頭 長 （吻端 よ り鰓蓋の 後ma・FC至 る臆 體長 （吻端 よ 幌 鰭基帙 に 至 る ）の 器； 體高 （胸鰭

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

基 の 稍 々 後部 に 於 け る）は龍長の 鵡 ； 吻 良 （吻端 よ り前 眼縁 に 至 る）は頭 艮の 舗 i 水平眼

輕 は眼隔 畴 し く頭長の 蠧 吻長の ÷； 下 顎 （下顎 先端 よ 卯 角 咥 る） は頭長の 古 ；

吻端 よ り飜 耆基 前端 に 至 る 距離 は體 長の 尭 ， 脊鰭基の 長 さ は體 長の 毒 吻端 よ り腹鰭基

va至 る距離は體長の 赤 脊鰤 錬 滌 揃 2絛 ま 分枝 せ す）； 臀 螂 諏 條 揃 2 ｛康は分披せ

す）； 尾鰭上葉は分技せ る もの の み 6 軟條 ， 下葉は 分枝 せ る もの の み 7 軟條 ； 胸鰭 11軟條

（最上 軟條は分枝せ す）、 腹鰭は 6 軟條 （最外軟條は分枝 せ す），1 縦 列 の 鱗 斂（鰮 孔一L端 よ り尾

鰭基 中央 に 至 る）77 個 ， 鰓孔 上端 よ り脊鰭基前端 まで 掲 個 ， 脊鰭基 の 下榔 に ユ8 個、尾柄に

ユ3個 。

　鴒 は細長く稍 1 側 扁 し断面 は楕圓形 で ．L下 の 輪廓 は體 の 前孚部 で は殆ん ど李行，脊鰭基前

端 邊 りか ら次第 に 相近 づ き尾柄の 最 も低 い 高 さは醴高 の 毒 で あ る。頭 部 も側扁 し玄部 は扁

雫で あ る。吻 は扁千 で 先 端は尖 つ て ゐ る。兩 口角間の 距離 は眼 徑 及び 眼隔 に等 し く， 上 面か ら

見れば 口 角 よ り前 は正 三角形 よ り少 し く高 さ の 高 い 二等邊三角形で あ る。 口 角 よ り眼 に 至 る

距離 は眼徑 よ り少 し短 Vb　e 限 は側 面に 向 い て ゐ，共の 上縁 は頭部 の 上部 輪廓 1こ接 して ゐ る。下

顎 は前方に 仲 び先端 よ り口 角 に 至 る長 さは頭 長に 勝 り先 端 よ り吻端 に 至 る長 さは頭 長 よ り僅

か 短 い 。下顎 の 卞部 に は
，

口 角 よ b少 し前方か ら正 中線 に滯ふ皮襞が 隆起 し て ゐ る。此 の 皮襞

は前 方 に な る程低 V ・。鼻孔は 目 と 口 角 と の 間の 上方 に 開 口 し其の 後縁は 日 の 前縁 よ りも僅か

tC後方に あ め，形は 菱形 に 近 く甚だ大 き く前 後の 長 さは販脛 の ÷ で ある。鼻孔の 中か ら軟 い

皮 質の 圓 V ・隆起物が突 出 して ゐ る。左右の 鼻孔間 の 距 離は鼻孔 の 長 さ に 等 し くli」脛 の
．1で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lo1
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る。鰓 孔は 甚だ廣 く殆 ん ど 目の 前縁の 下部 に達 し て ゐ る。左右の 蝿蓋膜は 互に連 つ て ゐ す ，

咽 峽か ら離れ て ゐ る。咽峽 は 甚だ狹 い
。 鰮 蓋後縁は圓 く後方 に 突出 して ゐ る 。 脊鰭で は第 3

條が最 も長 く共長 さは脊鰭基の 毒 で あ る。第 1 條の 長 さは第 3 條の ÷，第 2條は第 1 條 よ

り長 く，第 3 條 よ り以 後は 次 第に 短 くな り， 脊鰭 の 上繕 は前牢 は凸 ， 後牛は凹 で あ る．臀鰭基

の 前端 は脊鰭 基前端 よ りも少 し く前方 に あ り脊鰭第 1條 は臀鰭第 4 條基 に對 し，臀 鰭基 の 後

端は脊鰭の 最後か ら第 2 番 目の 條の 基 に對 して ゐ る 。 皀卩， 臀鰭 基は全體 と し て脊鰭基 よ り少

し長 く且 少 し前方 に 紘 して ゐ る。腹鰭 で は第 3 條が最 も長 く脊鰭第 3條 よ りも長 い 。臀鰭 の

形 は脊鰭 と等 しい ，尾鰭 の 餃部 は、ヒ下兩葉に分れ ， 上葉は下葉 よ りも短 く， 頭長の t で あ る．

胸鰭は饂蓋膜の 後端 よ り少 し離れ て 側面 よ b見れば體高の 中央 よ り少 し上 方 に 着 い て ゐ る t

胸鰭基 中央か ら其 の 先端 に 至 る長 さ は頭長 の ÷ よ り稍浸 く， 胸鰭の 先端は寧 ろ尖つ て ゐ る。

胸鰭 を前方に飜 す と其め先端は 僅か に眼の 後縁を越 へ る。 腹 鰭 基 よ り尾基中央 に 至 る長さ

は 鰓蓋の 中央に 至 る長 さに等 し く體長 の 素で あ る。腹饂基 中央か ら腹鰭後端 に 至 る長 さは

頭長の 呈．で あ る
・ 腹鰭の 後縁は僅か IC 凹 で あ る。鱗 は剥げ易 い ．體側の twは・J・ さ く背腹雨

正 中線間の 數は胸鰭 と腹鰭 との 中聞 に 於て は ］2 （背腹兩中齦上 に あ る もの も夭 々 玉個 と して

數ふ）， 脊鰭 と臀鰭 と の 闇で は其 の 前方で 10 で ある。頭部 の鱗は甚だ大 き く眼 よ り饂蓋後縁

まで僅か に 4惆 ある の み．頭 部の 眼 よ り前方izは鱗はな V ・。側 線は 體の 下部 に あ、り腹部正 中

線 の 鱗か ら第 3 番 目の 鱗に 穴 を穿 ち胸鰭基の 下前方か ら始 ま り腹鰭基 の 王 端 に殆ん ど接 し て

臀鰭基後端 よ りも少 しく後方迄仲 び て ゐ る が 尾柄 に は現は れて ゐ ない e

　
7 オ ル マ リ ン に浸 して か ら 3週聞後 の 體の 地 色は淡青色 で

， 胸鰭基上 部か ら尾 基 に 銀色の

色帶が あ る。之は脊鰭前端の 下方で 最 も廣 い 。此 の 色帶よ り上 に あ る鱗の 後縁は黒色の細か

い 點 で縁取 られ て ゐ る。頭部 の 上面 は吻端まで と下顎 と に は黒點が 密 に あ り，下顎 の 後部 と

眼の 下 前部 との 聞 には著 しい 黒色部が あ る。脊鰭の 各條の 下部 は黒 點 の 配列で 分明に 知 る事

が 出來 る。 臀鰭 に は殆 ん ど黒點 はな V・が臀鰭基に 沿 つ て 黒點が疎 に ある。尾鰭 に は黒點が散

在 し至鰐 と して は友色を帶び て ゐ る。胸鰭の 一L部 の 數條 に 黒點が 配列 して る
。 腹鰭 に は殆ん

ど黒點は ない
。

1

　H ．krt−rtt7｝beu ，e は JokD 螂 and 　STARKs が 筑後 11は り得た もの か ら 1903　｛1；Proceedings  f　the

Uni 七ed 　StきLtc 　Naturai　31useu　m ，　vol ．23，　p，53壬 に 該種 の 固 を添 へ て 發表 した もの で ある。有明

海 で は 口本全土 に分布 して ゐ る サ ヨ リ　He7r−irha7nphvi．si’　sr4ノ爾 と該種 の 2 種 を共 に見 る事が 出來

る が 他地 方か ら ク ル メ サ ヨ Pが 得 られた 記録 は無 か つ た の で ある 。 古 田氏の 採集 に よ リク ル

メ サ ヨ リは有明海 に 限 られす少 くと も東京附近 ま で は 分布 して ゐ る事が確 か め られたの で あ

るが
， 該種 の 分布區域は もつ と廣い もの か と思はれ る。讀者の 中で 若 し他地方で 該種を得 ら

れ尢時は御 報願 ひた V ・ 次第で ある。
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　 サ ヨ リ と ク ル メ サ ヨ リ とは各 ≧ を獨 立 の 種 と して 是等 を認 め る事は 困難 な程酷似 し て ゐ る

もの で
， 鱗數が前者で は 凡そ 100 後 者で は凡そ 80で ある事 に よつ て 僅か に 區別 し得 る程度の

もの で ある、此區別點 の 外臀鰭の 位 置が サ ヨ リで は殆 ん ど脊鰭 と相對 して ゐ るが ク ル メ サ ヨ

リで は 少 し前方 に位 して ゐ る事で 画 別 され得 る の で ある が ク ル メ サ ヨ リの 臀鰭 の 位 置 は常 に

一
定 して ゐ る もの で な く殆ん ど此の 二 つ の 鰭が相對 して ゐ る場合が可 也 多V ・。叉 胸鰭 を前方

に 飜 した 時其 の 先 端が サ ヨ リで は眼 の 後縁に逹 し ク ル メ サ ヨ リで は眼 の 中央 tc達す と言 つ て

匪 別す る入 もあるが荒 川で 得た ク ル メ サ ヨ リで は上 記 の 如 く胸鰭 は眼の 後縁 を僅 か に 越 え る

程度で あ 奴 サ ・ リで も眼の 後縁 を越 Z る場合は よ くあ るの で tt　g 　tz腹鰭 釧 羅 又 は胸鰭の

長さ で 區別す る事は 不 可能で あ る。

　 サ ヨ リ及 び ク ル メ サ ヨ リの 外本邦産サ ヨ リ科 の もの と して セ ン ニ ン サ ヨ リ HesnirhcL7）Ll）んtas

miCp … v ・　コ・ ・ DA ・ ・t　 1）・9K ・HS ・N ，ナ ン ・ ウ サ ・ VE ・勲
・1… 即 幡 尠 ・湘 ・・ B ・・・… 丁 及 び ト

ウ ザ ヨ リ Euleptorhairbphus　longiro．st7’is（Cuv1EH）とが あ る （此 の 外 に 琉球 か らの もの を石川 千

代松 先生が Tlemirhaml ）hus 　dwsszerne7−i と された事が あ っ たが之 は 田 中茂撼先生の 御鑑定 に よ

れ ば sajori で は あ るま v ・か と言 ふ事で あ る）。田 中茂穗先生は先 生 の 分類 學的見解か らサ ヨ リ，

ク ル メ サ ヨ リ及 び セ ン ニ y サ ヨ ．リ は各 t 獨 立 の種 で はな く同
一種内 の 3 變化 と考 へ られ る の

で あるが （193コ，On 　the　dtstribution　oE ∬slles　in　Jgpanege　waters ，東京帝國大學理 學部紀要 ，

「
第 四類 ， 第三冊 ， 第

一篇 ，
50 頁）今假 に 是等を獨立の 種 と して 次 に阿部宗明氏 が 臺灣で 探集 さ

れた 4 種 の サ ヨ リ科 の 魚 を觀察す る機魯 を得た の で 本敏 室の 標 品 と 合は せ て 本邦産サ ヨ リ科

の 綱 要 を述 べ 各種 に就 い て・述 べ る事とす る。

　　サ ヨ リ科の 魚は熱帶か ら温帶に 亘 つ て 饒産 し種の 數 も多 く同屬中の
一見 して直 ちに區別 し

得 る或る 2 種 の 関 に は 色 々 な形 態 を有す る 中間形の もの を 列 べ る事が 出來 ， 何れの 特長 を

圭 と して 是等 を分類すれ ば よVOか 明かで ない
。 曾 て は 上記 目本産 4種 の う．ち ト ウザ ヨ リ を除

　い た 3種は Hemirhcemphtas羇 の もの と して 取扱 はれす 典脚 漁卿 ヱ卿 ‘言 属の もの と して 考 へ

　られ て ゐfc。前者は腹鰭の 位置 が體 の後方 に あ り臀鰭に 近 く位 して ゐ る もの に
， 後 者は臀鰭

　よ り可也前方 に位 する もの に 付せ られた屬名で ある が 之 は多 くの 種を見れ ば此區別の 方法は

全 く無價値 なもの で ある事 が解 るの で ある。筆者は Hypoi’haonph・us と 皿 翻 γ1襯 纏 鵬 とを區

　別 しない 事 を是 とし衣 に 2 屬 9 種 の 綱要 をあげ る。

　 a． 吻の 口 角よ り前 に あ る部 は上 面 よ り見れば 三 角形 ；下 顎は著 し く前 方 に 仲 び ，

　　　 下顎 の 齒は上顎 縁 と對 す る所 に の み 存す ；尾鰭 は 上 下兩葉 に 分れ て ゐ る L

　　　 b， 饐長 （吻端 よ b尾鰭基 に至 る）は頭 長 （吻端 よ り饂 蓋緻に 至 る ）に 比 し て

　　　　　 著 しく長 く凡そ其 の 7．5 倍 1 胸鰭は長 く頭 長 の 凡そ 2 倍 ； 脊鰭基 も長 く

　　　　　 凡 そ體長 の 譱 …・…一 …・・… …・…………・・…・一 一 一 …・…一 ・E ・・1・ptor」ictfTiphus
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體は著 し く側扁 し胸鰭基の 後方で 瞹幅は體高 の ÷ ； 腹鰭基 ・尾鰭基間

の 距 離は 腹鰭 i砦胸鰭基悶の 距 離に 殆ん ど等 しい か或は少 し短 い ； D ，

23 よ り2転 A ．22 或は 23 ；鰓蓋孔上角 よ り尾鰭基 に 至る 1縦列の 鱗

數 は 凡そ 11D …・…・……一・・……・…・………・・…………・・……・…一一・…E ．　longe
’
ro，st・ris

bb・ ee長 は頭旻の 4 倍乃至 5 億 胸鰭は頭長 よ り短 回 脊鰭 基は短 く體長の

　　÷乃至 ÷ ………・……・…・………・………・・………・………・… 鴨・・……Hemii’ha7｝bpl｝us

　　 d． 脊鰭基の 長 さ は臀鰭基 の 長 さと殆ん ど等 しい か或は 僅か に 長 く且兩

　　　　i基は殆 ん ど相對す ； 體幅は體高 よ り僅か に狹い 。

　　　　e， 上面か ら見た 吻の 三角形 の 部 の 高 さは 底 よ りも短 い ； 腹鰭基 は

　　　　　　眼 の 後縁 と尾鰭基の 間の 中央 よ り稍後方 に 位す ； 脊鰭 16軟條；

　　　　　　臀鰭 16 轄 ∫ 1 鋼 麟 駅 そ 55・・…一 一 ……一 ・・…一 一 H ・・9・・yi

　　　 ee ．　 E面か ら見た吻の 三角形の 部 は正三角形 ； 腹鰭基 は胸鰭基 と尾

　　　　　 鰭基 との 殆ん ど中央に位 す ； 脊鰭 17 軟條； 腹鰭 17 軟條 ； 1 縦

　　　　　　列の 鱗數 65 乃至 704……・……・……………・…・…・……・・……H ．　intetvned・ius

　　　 eee ．上 面か ら見た吻の 三角形の 部 は高 さと底と等 レ

　　　　　 f．腹鰭基は鰓孔の 上 端 と尾鰭基 との 殆ん ど中央 に位す ；脊鰭 15

　　　　　　　軟條；臀鰭 17 軟條 ，
1 縦列の 鱗數凡 そ 80tt ・・…・・…・・……H ．　kittrutne・us　

’

　　　　　ft 腹鰭基 は饂孔 の 一騰 と尾鰭墓との 中央部 よ り も僅か に前旅

　　　　　　　位 す；脊鰭 16或は 工7獣條 ｝ 臀鰭 16 或は ユ7 軟條 ； 1 縱列の

　　　　　　　鱗數凡 そ 100 ………………・・……………．…・・…・……………．．．H ．吻 o ，イ．

　 dd・ 脊鰭基 は臀鰭基 よ 帳 く前者の 前端 は後者の よ りも鹹 前方 reある e

　　　　g． 體は側扁 して ゐ る が 横 斷面 は中央部 で は 正 方形 に近 く， 前方及

　　　　　 び 後方 へ 次第 に 長方形に なる。腹鰭基は胸鰭基 と尾鰭基の 殆ん ど

　　　　　 中央 に あるb 脊鰭 15軟條，臀鰭 15軟條 ； 1縦 列の 鱗數 60 …π 〔嶋 跏 τ愉 ‘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

　　　gg．體 は著 し く側扁 す ； 腹鰭 よ り尾鰭基 に 至 る長 さは體長の 凡 そ ÷。

　　　　　 h． 髑高は體長の 凡そ 毒 i 上面か ら見た吻の 三角形の 部 は高さ

　　　　　　　 は底 よ b遙か に 長 し ； 口 角よ り下顎先端 まで の 長さは頭長

　　　　　　　 の 凡そ 2 倍 ； 脊鰭 14軟條； 臀鰭 1蔀歓條 ； 1縱 列の 鱗數凡

　　　　　　　 そ 65 ……・・…一 ・…一 …一 ………・一 ・……一 ・一 …．一 ・＿π 飆 ‘Or
．
ε

　　　　　hh　體高は體長の 凡 そ ÷； ↓面 か ら見た 吻の 三角形の 部は高さ

　　　　　　　 は底 よ り短 し， 口角よ り下顎 先端 まで の 長 さは 頭長の 凡そ

　　　　　　　1．5 倍 ； 口角 よ り下顴端まで の 長 さは頭 長の 凡そ 15 倍

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L ヴ

1

嫡

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

暉

ク ル メ サ ヨ リ Hernirhαniph，trs　ktavmiett・，g の 分布 と H 本産 サ ヨ リ科 の 魚 に 就 きて 405

　　　　　　　　　　　 i．體 側 に大 きい 4 個乃至 9 個 の 斑點 あ の ・………………・・且 ゆ
・

　　　　　　　　　　　iL　畳豊唄駐こ斑黒占な し 一・・・…
　
…一・・・…

　
一・一・・・…

　
一・一一・・・・・・・・…

　正1，　jUponicvs

1． 五 lo顧 r側 廟 ト オ ザ ヨ リ （F独．1）。之は 1911 年田中先 生 が H 翩 湘 ‘  p1鵲 81．γ〜∬α幡 と

し て 三崎で探集 され た標 品に よつ て 記載 された もの で房州 高の 島で 獲 られた事 もある。程な

く先生 は之 を印度 Pon 〔lie］ierry で 獲 られた E ，1卿 1融 ド∫8 （C
”

）trvmK ）と 呈ynonynl （同種異名）で

s
’

　　　　　 　　　　 Fig．1，　 J’；uleptorhftsnpltu ．s　ron．ptro．　tpisて田 中先 生 よ り ）

あ る と考 へ られた が筆者は 更 に マ ーシ ヤ ル 群島の 東方 で獲 られた E．m αerewh ・yvwhug （CUVIER

et　VALENCIEXNES ）と も synonym で ある と思ふ 。本邦 に は稀 に得 られ る もの で 印度洋 ， 太甼

洋の 熱帶が ら，
日本 へ と分布され て ゐ る。

　2． E σ11噸 CUVIER　et　V ，LI謎 crE ∬ ES セ ン ；ン ザ ヨ リ（Fi露．2）。之 と長崎 で 獲た體長 20　cm ．

の もの か ら記載 された E ．伽 ρp 厂σ7 斟 JolmAN 　et　DlcKERsoN とは synor ）ym で あ る と思 ふ。

BLEEKER の Hl　g・llo ！yiの 記載と固とは JoHDAN 　and 　DICI｛ERSOIT の 記載 と圖と に よ く一致 して

μ、

　　　　　 　 Fig．2．　石「e．）ni，rlta・nlplnt ．g　gヒ40毎 （．II．7’niopp ・
o，り‘3　JoRDmx　et　DlcKEIIsoN）

　　　　 t

　　　　　 　　　　　　 　　　 （JORnAN ＆ DICKEILgoN よ ll）

ゐ る。XS」EBELt 　 and 　PEAUI ”
ORT の 記載に よれば II．　e・itoi　Cu・TIER 　et 　V’　．g ．EXCIENts ’

ErS の 齒は先が 3

裂 し て ゐ る とあ るが JOREAN ＆nd 　D エCKERSON は齒 の 形 に 就い て は 記載 して ゐ ない 。腹鰭 の 位

置で 多少 の 相違 は ある が 他 の 點で は “TEBEfi ．　n
’
ncl　BEAUFORT の 記載 と殆ん ど匿別點 を見 る事

は 出來な〉・eSCIIM エ皿 が琉球 で獲た事 を報告 して ゐ る。　 Indo−Australia 群 島か ら ク 1 ン ス ラ

ン ド
， 日叡へ と分布され て ゐ る。H ．7］’t．ioprD，rus と H ．　g’aoyi と が synOnym で ある と言ふ の は

筆者の 今の 考 へ で あつ て
， 更 に 研 究 を要 する もの で あるが 殘念な事 ICその 標品 を見 ない の で

只 今の 處 こ れ以 上論 ずる事は 出來な い 。

　3． H ，翻 ε r備 θ伽 3　CA1靱 〔，R リ ュ ウ キ λ ウ ザ ヨ リ（新和名）（Fig．3）。18壬2 年 C ，tblTOR が 支那舟

111か ら記載，次 に 18 豁 年 R 丁CHARD 瓢 が 廣東及 び 舟山か ら標 品 を得て ゐ る が 何れ も要 領 を

得て ゐ なV ・。其 の 後 C 人MUR の type　specimen か ら G 伽 HER が ユ866年 に記載 したが鰭 の 位

置，下顎 の 長き等は示 して あるが 鱗數 を示 して ゐ なV ・。 GbtSTTIIERに 依れ ば オ ース ト ラ リ ヤ
，
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ク ル メ サ ・ り 肋 η励 α 駕 ρ1〃 殴 酬 捌 餾 の 分布 と 日本産 サ ヨ リ科 の 魚 に 就 きて 40ア

；・
ユ
ージ ープ v ．ド ま で 分布 して ゐ る事 に な つ て ゐ る が WA τTE が ∬ ．稲 θ｝

・’
］lt・θぜ幡 と して 示 した

寫眞とは尾鰭 の 形，下 顎の 長 さ及び腹鰭の 位置 に 多少の 差異 を認 め る事が出來るの で オ ース

ト ラ リヤ の もの が 本腫 と同一物か 否 か は研究 を要 す る わ け で あ る。阿部氏の 臺灣か らの 標 品

中に 之 を見，叉 本教 室に も琉球 で 得 られ た もの が 多數 あ る所 を見れば琉球 あた りまで は寧 ろ

普通 に ゐ る もの と思 はれ る、潮流 の 關係 で 九州或は本洲 へ 現 はれ て 來 る事 もあ ら 5。

　SynOnym と して は U ．慨 〃！w 尹o妨
・CUVIEk 　et　VAmNGI   ES が古 くか ら知 られ て ゐ る。本種

は H ．　batinensis　BI」EEKER と非常 に 近 く後者の 體が よ b側扁 して ゐ る
．
事及 び 腹鰭 が少 し前方 に

あ る事等の 程 度の 差異で ある、本種 が ∬．1漉 r2，署8d 齠 WA1 ｝E （not 　of　CAXTOR ）及び π 乙r｛1醜 ，1諮

BT．EEKER と如 何なる關係 に あるか將來の 興 味あ る 問題 で ある。　Fig ，3 は 阿部氏が嘉北で 得た

全 長 （下顎 の 先 端 よ り尾鰭上葉に 至 る）215mm ．の 標 晶か ら畫か れた もの で あ る。

　4 ． H ．　foltl・
umeu ．s　30RDAN 　et・　STAr｛KS ク ル メ サ ヨ リ （Fig、4）a 本種 は 上蓮 の 通 りサ ヨ リと酷似

して ゐ て 專門家 も時 々 區別 に 迷ふ 事が ある。腹鰭の 位置 も個 體變化が也 成 あるの で網要 に示

した通 りは 仲 k 分 ける事が 出來 ない 事が ある。鱗數 に關 して は 更 に 多 くの 個體 に 就 い て 調 べ

て 見た V ・ と思 つ て ゐ る。サ ヨ リは下顎の 先端が ら尾端 ま で 300・ niin ．以 上 に は十分達す る の で

ある が ク ル メ サ ヨ リ は或 は サ ヨ リ程大 き くな らぬ もの で は ある まい か 。雨者の 習性が 同一で

あ る か 否 か も筆者は詳か で な い 。識者 の 御教示 を乞 ふ 訳第 で ある。分布に 就V ・ て は上述 した

の で 繰返 へ さない 事 に する。

　5， E 吻 … flf・ MM ・N ・K ・t　 Sc・・LEGEL サ ＝ ・）（Fig．5）．　prf謂 「サ ・ リ」 で ある．阿部 氏の 臺

灣か らの 標品 中に もあ る。太雫洋産の サ ヨ リ科 の 魚 と して は比 較的 tc北方 に ゐ る もの で
， 北

は 北 海道か ら南 は支那 東海岸 ， 臺灣 まで 分布 され て ゐ る 。サ ヨ リ もク ル メ サ ヨ リも海産で あ

るが 殆ん ど海水の 影響の な い 河 口 よ り相當離 れた場所 で 多數見受 ける事 が ある 。
Synonym と

して は下 田 で 得 られた 且 碓 堰 た繭 G 【LL が あ る が之 レよ 4in ．の 長 さ の もの か ら記載 された も

の で あ る。伺 翻 g昭 ？n
−ic・｝・oStotna 　BA 肌 E 嬲 KY も FoWI ．E、｛ の 読の 如 く恐 ら く本種 と同一

物 を記

載 した もの と思はれ る。

　 6， H ．　ftus ．su，，llies・i　 CUY・ER 　et　VAI』 NC ・∬ NES マ ノレ ザ ヨ リ （新和 名）（Fig．6）．　E ε”』齢 α即 磁 s

屬の 中で 胴體が 圓筒形で ある か 叉 は 少 し側扁 して ゐ る場合 に は脊鰭基 と臀鰭基 とが 殆ん ど相

ド

　　　　　　　　　　Fig．6，　 Hetnalrlt　a・n ！phvs　tlu．gs’u・Jnieyi 〔BLEEi ｛EB よ 1，）

封 して ゐ 時が 多 い が ，本種は臀鰭基が 著 し く短 く其の 前端は脊鰭前端 よ りも明か に後方 に 位
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一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

4n8
冨　山　一　郎

し て ゐ る。此 の 事及び 眼 が 著 しく大 き く膜摂 は眼窩の 後縁 か ら鰓蓋後端 に 至 る距離 の 暑で あ

る事等か ら容易に他種 と區別する事 が出來る。阿部氏o薹北か らの 標晶中に あ る もの で 分布

區 域 は紅 海 ，
ア フ リ カ 東岸か ら琉球 に 跨 つ て ゐ る、Hreyiirtlfli　D −4Y は恐 ら く synonym で

あ ら う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

7・ H ・S」・v・gii　CU・YrER 　et、V ．NLEXelEliNI ）S ・ ・ シ ナ・ガ サ ・ り（新幸陥 ）（Fi・9・．7）。阿部氏の 臺灣 よ り

の 標 品中ICあ つ たが DAY の κ θ‘屠 副 の 記載 と面 と に合致 して ゐ る が WE8ER　and 　B恥 NFO 且丁

の 言 の 如 く9・・縛 と c’1・・d ・”
・iと は ・y… y】11 と取扱 つ て 差支あ る まい ．eant 。，

・’ は B 。E 。 K 。。

が始め て 記載 した もの で あるが結局 BLEEKE ［｛ も脚 厂卿 は不明 で あつ た と見 え て 彼 の Atla，

ichthyobgiqlleに は C｝　tLx−THEH の 記載を引 用 して ゐ る。　Gt〒N．’TIIER の 記載か らで は μθ〔げ g謹Z と

　　　　　　　 Fig・7・HeJninliarnp／p．ts　geo」’gU （理 ．　eaittOl
・
‘DAy ）（DAy よ lj）

‘伽 ω 丿
・
’ とは殆 ん ど區 別出來ない

． 後年 D ．“ ．
が ttC・o ，

・
iliiと eanteri と を圖 を添 丶 て 記載 して ゐ る

が前者が後者に比 して 體高が高い 事及び 腹鰭の 杭置が 脊鰭 の 位置 に 較 べ て稍前方 に あ るだけ

の 相逹で ある。上 顎 の 三 角形の 部が著 しく長 くなつ て ゐ る事， 下顎 が長 い 事で 他 の もの か ら

樋 別する事が 毘來る 。分布は 印度，Illdo−．、　ust 揃 i夏群島． フ ．リ ピ ン
， 支那 ， 臺灣で あ る。

　
8． 且 抽

・（FOI｛SK ．kL ）ホ シ サ ヨ リ （新釉名）（Fig．8）。サ ヨ リ科の 魚 と して は寧 ろ體が短 い 事 ，

，
胴

　　　　　　　　　　　　Fi罫 8．　石remirhamゆ1tusfar・（P ム Y 　よ e ）

腸側 の 上孚部 に 4 個乃 至 9繝 の 著 しv ・斑紋を有す る 事で 區別 し得る もの で ある 。 分布は甚だ

廣 く紅海，ア フ リ カ東岸か ら支那 ， 琉球 ，オ ース ト ラ リ ヤ に わたつ て ゐ る。

9・ U ・　？nceraitva・ttt．s （F ・・SK 鋤 ナ ン ヨ オ ザ ヨ P （Fig．・9）．之 は BREV ・。R ・ が 1856 年，H ，mir 。 m ．

phids　japonietcsと して 琉球 で 得た もの か ら書か れた 圖 に 依 つ て 一
沫の 不 安を淺 しなが ら新種

と して 記載 し，1908年 田 中先生冠 母 島で 獲 られ跿 もの を 鞠 p励 α，塑 廊 ．洶，o，顧 応 と して 發表

され ，叉 ，
1914 年 JOHD．tX 　and 　T ｝io］Tpsots’は三崎か らの 標品 を HTe・n｝

−irhaml，h・us 　jal）onieits と し

て 記載並び に 圖 を發表 して ゐ る の で あ る が ，筆者は 之 は E ？瀏 ↑gぬ 禝傭 （FDRSK 呈L）と同一物で

痢、
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あ る と思ふ。共 の 他 syllonym の 中で 主な もの は Hemirh，a・niphus 　fffsoiuiu・s　BLEEKER を上 げ る

事が 出來 る。本教室 に は伊 豆網代で 採集 された標晶が數倒 あ る が本洲で は恐 らく稀に 漁獲 さ

Fig．9，　He ）nit
‘1〜a ηnp 乃覗 8　mar

’
CJil〜こ

’
4t〜tS 〔U ，、jalコo ’卍ゼeα 3　b

’
ORDA ：

’
et　ToMpso ざ ｝

f 、

れ る もの と思 はれ る。紅海か ら印度洋 ， 】n（lo・Austr商 臼 群 島 ， 南 日本，小笠原諸島へ 分布 され

て ゐ る。π 轍 γg漁 砺 と E 廊 r と は酷似の もの で 田中先生の 言 はれ る doubtiul　species の 1剃

で あ る と思 はれ る。

　以 上 E 脚 μ を除い て 直接筆者が 觀察 した標品 に依 つ て述 べ た の で あ る が ，徇此 の 外 に臺

灣で H ，脚 Z’ご照 播 CU、
’
IERet 　VALEMIENNES が 得 られた記録 が あ る e サ ヨ リ とク ル メ サ ヨ リと

の關係，H ，9嚠 1 と 且 戚 ρp 艀 〜‘δ と果 して 同一物 で あ る か 否 か ， リユ ウ キ ユ ザ ヨ リの 分布 ，

ホ シ ザ ヨ リ と ナ ン ヨ オ ザ ヨ リ と の 分類學白
’

」關係 は將來 の 興味 ある問題で あ る。 トオ ザ ヨ リ
，

ナ ン ヨ オ ザ ヨ Pが 束京近邊で 漁獲 され るならば他 の 琉球 及臺灣等で 見 られ る此の 種 の 魚 も稀

に は見 られ と思ふ 。若 し得 られ た場合は識者 の 御報告 を御願 ひ す る次第で ある。

　此 の 稿を終 る に 當 り御指導を賜 つ た 田 中茂撼先生 に深甚なる感謝 の 意 を表 し ， 又標品を貸

與 された古 田守彦氏並 び に 阿部 宗1り抵 に深 く感 謝す る次第で ある。

ψ
「齟

交 獻

BAsii．EwsKY ，
　STEPHムNo ．　 IS52．1し：hthy ・graPl・ia　Chinae　 B ・・

’
el・・ii・s．　 N …

「
e日 ux 　 r　lan］。 i・es，　 Y ・1・10ド

　　 PP．217− 26：  pls，1− 9，

BLEEKER ，　P．　1S66− 18ア2．　 Atlas　 i弦htllyologi〔lue　des　ltldeE　 orlelltales 蛋葩 1
・laLidaises

，　voL 　6，　pls．

　 　 232− 278，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9

BREyooRT ，
　JムMEs ・C −tRs 。 N，　 IS6・ 1．　 N 。唹 ・聡 ・ t・コe　figul’es ・f　・japanese 　fish　t日ken　f・… 1re ・ent 　spec ト

　　 mens 　bJ　 the　 artis し50f 　 the 　U ．　S．　japan 　 exieditioLi ．　 Farrative　C ｛）皇nlnodore ｝L　C・Perr｝・
，

s

　　 Expedition 　to　JaPfl，　n ，　voL 　2，　pP．2δ5− 288，　fj　P］s・

CAN ・・R，　TH ・・ D ・RE ．1842、　 Gener呂1正e ・ture ：
’
　of 　C｝hu ・a ・

，
・“
’itb　ren ）m ’k： ・ n 　 the 且・ m 　 and 　fauna　 o 疋

　　 that　island．　Tl−le 　annals 　and 　Iuagazinc 　o 董naturat 　history，　ser・｝
， vol ・ts，　PP・481− 493・

Cuv甑 GE ・ RGEs ，1829．上ee 　 P ・ ｛ss ・ ns ．　 Le　 r さge ・・e　 a・・niinal 　di・t・ibue　 d’apres 　s・n ・・ga・）isati・ n
，

　　 pDur 　servir 　debase　a ｝
，hiさto弖re コ］aturel ］e 匸1eギ a コlimaux ，　et．d

｝i” troductio 【【 a1
’

anatoinlecoMI 〕are 七・

Cu ・
−tSR，　GE 。R 。Es ¢ t　VA 〔、ENc ・EN．　．x・Es ，

　AclllしLE． 1846．　 Hist ・ ire星iaturul ］e 　des　p・iss。 1・s．vol ・19
，
544　PP・

DAY
，
　FRAts・c【s，　ユ889．　F治he 奪．　 Thefauila 　of 　B コ

’ltls］1 工11dia ，　ineltidiエ1g 　Ce回ou 　aDd 　Burm 馬 voL 　1，

　　 548PP ．164　text 且9S・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The  ZoologicalSociety  of  Japan

                                                                           '
   

tt  t ttt tt  t
.'41o.., ..･ 

'.'.･.,･'.
 

･i..i･
 

'1･･
 ts th 

--
 RB' 

'
                   t t                    '                         '                               '                                 '                             '
         '             '
FoWJ,xR, HENRy  XS". I932.. A synopsis'  Qf the, fishes of China. ?art 4. Tl}e,cats, lipard fishesi)
                      t t t

    grebll gars, ba]lheal<s and  flying fishes. The  Heiig K. ohg  Naturalists, vol.'a  pp. L'47--9-i9, 22
      .. tt.

    textfigs.  . .
 

''
 

･.
 

-
 

.

GUNrHER, ALBERT. ]S66. Cata]o.vuo oE  the fishes in tl]e British Museum,  vol. 4, 368 pp.with  figs,

JoRDAN,  1)AvlDSTAHR  and  DIcK]:RsoN,.MARy  CyNwmA.  1908, Description of  a  tiew  spe{:ies  oi  halt-

    beak (Hlemirhamphus  ,nioprortcs)  from Nagay.uki, Japan. ?rOueedillgs of the  United States

    National Musetim, vol.  34, pp. 111-II2,1  fig. . .

JoRbAN,DAviDS'vAgBandRicffARbsoN,RoBERTEAkrlt' 1909. Acata]ogueofthefishesoftheisland . -
        '
    of )'ormosa, or  Taiwan  bases oi]  tbe  collection  of Dr. Hans  Sauter. Memoirs  of the Carnee ie

    Mnseuin, voL  4, no.  4, pp. 159-204, pls. 63r74, 29 textfigs.' -

Jom}AN, DAvm  STARRancl  STARKs, EDwiN  CaAplN. 1903. . A  review  oi  the  synentognathouB  fiihes

    of  Japari. Proeeeding o £ the United States Natienal Museum.  vol. 26, pp. 525-  544. 3 textfigs. 
'

Joi{DApt,DAvm STARRand  To}!?su･N, Wii.i,iAM FBANcis. 1914. Re]orq ol t]]e fishg3 ebtailled  in

    . Japan in 1911, Memoirs  of  the Carnegie Mu!eum,  vol.  6, no.  4, 65-72, p]s. 24-42,  87 textfigs.

TANAKA. SHiGEHo. 1908. ])"otes on  someJapanesa  fishes, with  deseriptions oi fourteen npw  speeies.

    Journa] of  Co]]ege oi  Seience, Iinperial University oi Tokyo, vol.  23, art.  7, 54, pp. 4 pls. .

 -...  
'
 l911. Figures  arid.desctip.tions  oi the fishes of  J-apan, vo}. 2, pp. 

'19-34,
 plsl       '                         t.

   ,'6-10.  ･'･ 
'

                    '                                 '
         '
   -... -- 1'914: FigureS and.descriptieiie  bf the  fishes oi.'Japaii,  vbL  16, pp. 263-278,  p]si                                                                           tt                                                        '
     76-80.. -

 .                          ...  t. t                                                            '

  
'
 

'-
 -- 

'
 1914. Figbres and  descriptions ef the  fishes of  3apan, "ol.17, pp. 279-L94, pls. '                                                           '                                                                          '                                                                            '

     8!-85.                                                                  '

                ]931. 0n  the  distributiQn of  fisheg iiiJapanesewaters. Jouniftl of  tlie ISudulty

     ol Sp･,ie!ice, Irnperial Uiliversity of Tokye, veii''gl pt. 1, pp. 1-90, 3 pls.

 "'AiiE, EDGAiL R. 1923. The  fishes of South .IYustralifl,  243, pp. 332 figs.                       t t                            t t

 WEB]mt,  M.tx ai}d  BEAuFoRT, L. F. DE.  192L. 
'Tbe

 g.{ib.es 
of'the.l,ndo-Austra)iall

 
･Arehipelago,

 vol.
 t t t
     4, 103･textfigs. 

･
 

-
                        '                  '                    '          '

                                                        '                     '
               .･  r･,-             t tttt t ttt                t tt t
           F ･ ･,'/' 

'.
 

'"
                                   '                t t
           tt  tt t ttt                                                          '
                          

t... . t. /.t.../ ... .t. . .. .                            . t                                                       '                                                             '                                                                         tt                            '                                                     '                                                              '
           tt t .t

                                                                   '

                                       tt..t 
....

 .
                                          '                                         '
                                       '
                                                                         t..                                         '                                                                        '

NII-ElectronicL'i  


